
● むらのうごき
　  令和２年12月１日現在（ ）内は前月比

世帯 男性 女性 人口

1,296世帯
（－５世帯）

1,337人
（－１人）

1,399人
（－５）

2,736人
（－６人）

１月　むらのカレンダー

日 付 予　　定 時 間 場　　所

6 水 ４種混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

8 金 麻しん・風しん混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

12 火 ロタウイルスワクチン予防接種 15:00 村国保病院

13 水
けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14:00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

15 金 水痘ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

16 土 土曜学習塾特別編「書き初め体験教室」 10:00 役場２階第５会議室

18 月 ヘルスアップ教室 9:30 保健福祉総合センター

ナイタースキースクール 18:45 村営スキー場

19 火 ＢＣＧワクチン予防接種 15:00 村国保病院

20 水
移動図書館車「なかよし号」巡回

11:15 狩別

13:20 鬼志別小学校

４種混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

ナイタースキースクール 18:45 村営スキー場

21 木 移動図書館車「なかよし号」巡回
10:15 知来別小学校

12:50 浜鬼志別小学校

22 金

ゆっくり栄養教室 11:00 保健福祉総合センター

移動図書館車「なかよし号」巡回
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

ナイタースキースクール 18:45 村営スキー場

25 月 エアロビ教室 10:00 保健福祉総合センター

ナイタースキースクール 18:45 村営スキー場

26 火 日本脳炎予防接種（3歳～7歳6ヶ月対象） 15:00 村国保病院

27 水

移動図書館車「なかよし号」巡回
10:15 知来別小学校

12:50 浜鬼志別小学校

けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14:00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

ジュニアスキーバッチテスト 18:00 村営スキー場

28 木 男の栄養教室 11:00 保健福祉総合センター

ヘルスアップ教室 12:30 保健福祉総合センター

29 金
いきいき栄養教室 10:30 保健福祉総合センター

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

ナイタースキースクール 18:45 村営スキー場

２月　むらのカレンダー

日 付 予　　定 時 間 場　　所

1 月 エアロビ教室 10:00 保健福祉総合センター

2 火 日本脳炎予防接種（3歳～7歳6ヶ月対象） 15:00 村国保病院

3 水
けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14:00 保健福祉総合センター

４種混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

5 金 麻しん・風しん混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

戸  籍  の  窓  口
11月15日～12月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があったものを
掲載しています。（敬称略）

● お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所

小野　和義 61歳 浜猿払
川谷　常夫 73歳 浜猿払

● ご寄附・・・善意をありがとうございます
村外の方から3,572件のふるさと寄附がありました。

船上げ

３月10日から始まったホタテ漁が、11月18日
に終了。11月21日にホタテ漁船の船上げ作業
が、浜鬼志別漁港で行われ、漁協組合員が作業
にあたりました。

山
やまぎし

岸　うらら
拓心中学校３年生。学校で

は、合唱委員会に入って指

揮者になるなど、様々なこ

とに挑戦してきました。

大
おおつか

塚 正
しょうしろう

四郎
1950 年生まれ。インタ

ビュー中、何度か「こうい

うのには慣れていないか

ら」とおっしゃるなどシャ

イな一面も。

大塚さんは、浜鬼志別で生まれ育っ
た浜の男。60 歳で船を降りるま
で、猿払の海を駆け回っていまし
た。70 歳になった現在も、長年続
けている観光協会の理事や浜鬼志
別自治会の副会長として忙しく働
いてらっしゃいます。

漁師としては、20 歳から 60 歳ま
で働き、10 年ほど毛ガニ漁船に
乗船した後、ホタテ漁船に乗るよ
うになったそうです。当時、稚貝
放流事業を行い始めたころで、地
域がどんどん良くなっていく実感
があったそうです。インタビュー
では、当時と今の違いを教えてく
れ、稚貝を撒くときに玉ねぎ袋を
使っていたことなどを懐かしそう
に語ってくれました。

プライベートでは、さるふつの凧

の会に所属し、凧づくりを行って
います。今年度は中止となってし
まいましたが、例年、苫前町で開
催される凧あげ大会に参加してい
るそうです。凧は、一日あたり２、
３時間ほど作業し、１か月くらい
で仕上げるそうで、大きさは６畳
ほどだそう。過去に役場に飾って
いたこともあります。

今の猿払は、稚貝放流事業の後、
仕事があったことで若者が流出し
なくてすんだと語ってくれ、今後
は今以上に魅力的なまちになって
くれればと未来に思いをはせてく
れました。

猿払の子どもは挨拶がいいので、
その良さを保ちつつ、なんでもい
いので地域の将来に役立つ人間に
なってほしいと語ってくれました。

山岸さんは、小学２年生の頃、友
人の誘いでバレーボール少年団に
入団。そして中学校でもバレーボー
ル部に入部するなど頑張ってきま
した。部活動を通して周りの人と
コミュニケーションを取る力が身
についたそう。普段の学校生活で
も、わからないことを友人にすぐ
聞けるなど様々な場面で生かされ
ていると言っていました。

現在は、受験勉強を頑張っている
とのこと。試験の対策を立てて勉
強を行い、高校合格に向け頑張っ
ていると言っていました。受験勉
強だけではなく面接練習にも時間
をかけて取り組んでいるようです。

中学校での思い出は、修学旅行。
友人と普段話せないことをたくさ
ん話したことや、ラフティングを

したことが印象に残っていると笑
顔で話してくれました。

猿払村の好きなところを聞いてみ
ると、自然が多いところと答えて
くれました。しかし、猿払村には
ごみがポイ捨てされていることが
よくあるので、自然を守るために
もごみを無くしていってほしいと
語ってくれました。

将来は、親切な大人になりたいと
のことで、そのために困っている
人がいたらすぐに声を掛けるなど
人にやさしくしていきたいと考え
ているそうです。

夢は美容師になること。今後は夢
に向かって様々なことを学んでい
きたいと力強く答えてくれました。

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

漁場の管理がもっとも重要

夢に向かって様々なことを学んでいきたい

さるふつ風物詩

19 ― ― 18




